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このエリアには何も書かないこと．

1 はじめに

本ファイルは，「品質」誌の TeX原稿テンプレート
である．

2 行数など

1ページ目は 1行 24文字×40行，2ページ目以降は
1 行 24 文字 ×90 行になるようにしている．従って，
報文，技術ノート，調査研究論文，応用研究論文，投

稿論説の区分で投稿する際は 10ページ以内（24文字
×850行），クオリティレポート，レターの区分で投稿
する際は 6ページ以内（24文字 ×490行），QCサロ
ンの区分で投稿する際は 2ページ以内（24文字 ×130
行）に収まるようにすること（注：日本品質管理学会

[1]に記されている分量規定より 20行少なくなってい
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このエリアには何も書かないこと．

るが，今後，投稿要項の分量規定が改訂されて 20行
少なくなる予定であるので，このテンプレートにおけ

るページ数制限に従って執筆すること）．

3 おわりに

TeXで作成した原稿を投稿する際は，本テンプレー
トを用いて分量が規定内に収まっていることを確認す

る必要がある．
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